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第１話 夜の羽田から AirAsia X でクアラルンプールへ 

 

 

1 月 27 日夜 8 時、私の旅は羽田空港国内線第 2 ビルの地下 1 階にある手荷一時預かりから 

始まった。この数日間の冷え切った東京から、温暖なマレーシアとシンガポールに行くに 

は、セーターとコートという無用の長物を置いていくためだ。身軽になったところで、 

空港内無料循環バスで国際線ターミナルビルへ移動する。 

 

今回の旅は昨年の 12 月、羽田に就航したアジア最大の LCC である AirAsia グループの 

AirAsia X でマレーシアのクアラルンプール(以後 KUL)へ飛び、次いで KUL からシンガポ 

ールの LCC、Tiger Airways でシンガポール(以後 SIN)に移動、最後に Jetstar Asia を利用 

して関西空港(以後 KIX)に戻るという５日間の日程だ。 

搭乗する便の手配は全て各社のホームページからいわゆるインターネット予約で、昨年の 

12 月 18 日に済ませた。どの会社も予約を済ませると折り返し予約確認レターが、e-mail 

で送付されてくる。 

 

左から AirAsia X、Tiger Airways、Jetstar Asia の予約確認レター 

 

 

支払いはクレジットカード決済で、予約時にカード情報をインプット画面で行う。ここで 

注意というか、覚悟が必要なのがLCCの運賃は予約時点の運賃で決済されるということだ。 

決して搭乗日の運賃ではない。例えば AirAsia X を予約した時点の KUL までの片道運賃は 
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21,000 円であったが、数週間後に同じ便の運賃を検索すると 17,000 円になっている。だか 

らと言って私が支払う運賃は 17,000 円にはならずに、あくまでも予約をした時の 21,000 

円だ。自分の搭乗予定便の運賃がいつごろいくらになるかを知る術はない。概ね出発間際 

になると跳ね上がるという見方もあるが、そうとも言い切れない。実際、KUL から SIN ま 

での Tiger Airways の運賃は予約時に 23RM(マレーシア・リンギット)であったが、出発 2 

日前に見たら何と 10 分の 1 の 2RM＝約 60 円に下がっていた。 

詳細は後述するとして当日乗ってみると空席が目立っていた。空けて飛ぶよりキャンペー 

ン価格で販売するのも LCC らしいといえる。 

 

さて、話を羽田の出発に戻そう。AirAsia X の出発は 23 時 45 分であるが、搭乗手続きは 

20 時 45 分から 22 時 45 分の間に行う旨の案内が予約確認レターに書かれている。即ち出 

発の 3 時間前から手続き開始ということで、私は国際線ターミナル出発ロビーに 20 時 15 

分ごろに入った。この便の手続きはビルに入って一番左手奥の「アイランド I(アイ)」であ 

ることを確認して足を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搭乗手続きはアイランド I を確認（上から 4 番目） 

 

 

周囲を見渡すとこの時間帯はさほど人が多くいるわけでもなか 

った。が、目指すアイランド I に近づくと AirAsia のカウンターの前には既に手続きを待つ 

人の列ができている。カウンター近辺のベンチにもかなりの人数が座っている状態だ。勿 
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論、手続きはまだ開始していないのに、列はどんどん長くなっていく。いわゆる大人数の 

団体旅行の人たちがいないためか、皆さん来るべき時を静かに待っている感じだ。見る限 

りでは日本人よりマレ―系の人たちが多いように見える。一方では 10 数名のやや高齢の日 

本人の男女の姿もあったが、国籍を問わず若い人たちが圧倒的に多い。 

20 時 43 分、搭乗手続きが開始された。窓口は全部で 5 か所、ゆったり座席の「PREMIUM」 

専用が１か所、「BGE DROP」が 1 か所、残りの 4 か所が長蛇の列の方用だ。 

ところで「BGE DROP」の BGE は Baggage(預入れ手荷物)の意味で、事前にインターネ 

ット等で「SELF CHECK-IN」を済ませた旅客専用の窓口を意味する。これは便出発の 

1 週間前にメールで告知され、必要事項をインプットしてプリントアウトした物を空港に持 

参するシステムだ。私も予め済ませておいたので「BGE DROP」にならんだところ、もの 

の 15 分ほどで手続きは完了した。                      

 

（続く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搭乗手続き開始を待つ列はこの後も長くなる 
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PC で SELF CHECK-IN、 

プリントアウトして空港に持って行けばよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右から 2 番目が「Bag Drop」カウンター 

 


